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本保竺薮~産 vl独 O 岬対大デ
昭之一輝芯力 φ逸 倍 ミ1し 危 ス
一助ム雄よ論 占農と毛て険
訳訳否・~L_ ・業見豆、は飯
『 昌吉 γ 弓 史 積 宣 ! 家 、 沼







経経、ル 著 I ~ ~利穀農
済済ーベ 作 『 UP益物民
おの九農 集 )阿を、小
よ成六業 』 二- aも 肉 史
び立八労 N 合 百tた製同
信同年働 、 天 1ら品
用 、者所 I.r ω しま，
経工参の収 て ELたた ZL
済 4t;照 状 〉 m R. 、は:n.
』凶。肯R 岳 凶 5 と屠七
zE 最 さ富強畜宅
~ "p お @ て7 同 調 の
ー ・ . 
九、け べ巴し増一
主雪 ゑ ; 呂て加五
い で 二
宅章 語 。 円るあぺ
「 諸 E目 。 り l








照 立 、 了 ル ス
命 ドミタベは
館 イ心の、
経 ツグこ
済 の!の
学 地ツ時
』 価へ期
第 をルの
ワ
l
グ
ナ
l
の
「
農
業
H
工
業
国
」
論
社
会
政
策
学
会
右
派
を
代
表
し
た
「
国
家
社
会
主
義
者
」
A
・
ワ
l
グ
ナ
i
は
、
福
音
社
会
会
議
に
も
参
加
し
、
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
の
講
演
後
、
そ
の
賛
同
者
と
し
て
発
言
す
る
と
と
も
に
、
独
自
の
視
角
か
ら
論
争
的
著
作
『
農
業
日
工
業
国
』
を
公
刊
し
て
、
農
業
保
護
主
義
の
一
翼
を
形
成
し
た
。
ワ
l
グ
ナ
l
は
、
こ
の
著
書
の
課
題
を
、
「
工
業
国
」
賛
成
論
の
側
に
お
い
て
、
「
あ
ま
り
に
も
論
議
さ
れ
る
こ
と
の
少
い
工
業
国
の
弱
点
を
考
慮
し
、
か
っ
農
業
保
護
の
必
要
性
を
、
特
殊
に
は
ド
イ
ツ
の
、
一
般
的
に
は
近
代
文
化
国
家
の
、
国
民
経
済
的
利
害
、
つ
ま
り
総
体
と
し
て
の
閏
民
的
利
害
の
中
で
証
明
し
よ
う
と
努
力
し
、
農
業
日
工
業
国
の
原
理
的
諸
問
題
を
総
論
的
に
議
論
す
る
こ
と
で
あ
る
」
、
「
工
業
国
」
的
発
展
の
「
楽
観
論
」
を
、
国
民
経
済
と
世
界
経
済
の
関
(
2
)
 
連
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
批
判
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
と
述
べ
て
、
彼
の
意
図
が
、
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
と
同
じ
よ
う
に
、
と
こ
ろ
で
、
ワ
1
グ
ナ
l
が
「
工
業
国
」
、
あ
る
い
は
「
農
業
国
」
と
い
う
場
合
、
そ
こ
に
は
ピ
ュ
ッ
ヒ
ャ
!
の
発
展
段
階
説
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ピ
ュ
ッ
ヒ
ャ
1
は、
「
家
経
済
」
|
|
「
都
市
経
済
」
l
l
「
国
民
経
済
」
な
る
段
階
論
に
お
い
て
、
ア
ン
ニエ
l
ス
の
の
窓
口
巾
吉
宮
町
民
同
か
ら
の
巾
印
mL-RUmp
へ
と
い
う
〈
巾
吋
四
go--nv即時宮口市町
の
論
理
を
援
用
し
つ
つ
、
発
展
段
階
の
起
動
力
を
」
刊
号
}
内
各
円
の
拡
大
に
求
め
、
段
階
発
展
の
本
質
を
農
・
工
分
業
闘
の
空
間
的
拡
延
と
す
る
こ
と
で
、
流
出
論
的
発
展
段
曙
論
を
精
織
化
し
た
。
「
家
経
済
」
を
起
点
と
す
る
農
業
と
工
業
の
分
離
・
交
換
体
制
の
展
開
は
、
「
国
民
経
済
の
成
立
」
を
も
っ
て
完
結
せ
ず
、
世
界
的
規
模
で
の
の
拡
大
を
?
っ
じ
て
、
諸
「
国
民
経
済
」
が
、
各
々
「
工
業
国
」
と
「
農
業
国
」
に
編
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
と
ワ
l
グ
ナ
ー
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
は
、
「
工
業
国
」
と
「
農
業
国
し
と
の
聞
に
成
立
す
る
国
際
分
業
は
、
こ
う
し
た
経
済
「
発
展
」
一
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
に
お
け
る
経
済
政
策
論
争
一
五
九
一
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
に
お
け
る
経
済
政
策
論
争
一
六
O
の
当
然
の
帰
結
で
あ
り
、
国
際
分
業
の
提
唱
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
よ
り
少
い
労
働
消
費
で
よ
り
大
な
る
財
貨
量
一
が
獲
得
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
L
、
「
経
済
的
価
値
」
の
観
点
か
ら
み
て
、
関
係
諸
国
が
受
け
と
る
「
経
済
的
利
益
L
は
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ワ
ー
グ
ナ
l
は
、
同
時
に
、
「
国
民
経
消
」
が
こ
の
よ
う
に
、
特
定
部
門
に
集
中
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
の
肉
体
的
・
精
神
的
一
面
化
が
生
じ
る
こ
と
、
か
か
る
間
際
分
業
の
発
展
は
、
貿
易
活
動
の
重
要
性
を
高
め
る
結
果
、
商
人
精
神
の
伝
染
を
も
た
ら
し
、
国
民
の
精
神
的
・
経
済
的
堕
落
を
招
来
す
る
、
と
述
べ
て
、
「
倫
理
的
」
な
立
場
か
ら
「
工
業
国
」
的
発
展
を
批
判
し
て
い
る
。
だ
が
他
方
、
ヮ
l
グ
ナ
l
は
、
「
工
業
国
」
的
発
展
の
「
推
進
的
動
機
」
と
し
て
、
一
九
世
紀
、
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
戦
役
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
著
し
い
「
人
口
増
加
」
を
、
決
定
的
に
重
視
し
て
い
る
。
「
た
し
か
に
:
:
:
国
内
の
強
力
な
人
口
増
加
と
、
最
近
に
な
っ
て
我
国
で
も
現
わ
れ
た
農
業
国
か
ら
工
業
国
へ
の
発
展
は
、
偉
大
な
こ
と
、
重
要
な
こ
と
、
喜
ぶ
べ
き
こ
と
、
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
そ
れ
と
並
ん
で
、
こ
う
し
た
事
態
は
危
険
な
こ
と
も
含
ん
で
い
る
。
:
:
工
業
国
へ
の
発
展
が
:
:
最
近
の
局
面
に
お
い
て
、
あ
ま
り
に
急
速
に
、
あ
ま
り
に
際
限
な
く
進
行
し
て
い
る
こ
と
、
:
:
:
こ
う
し
た
発
展
が
永
久
に
保
証
さ
れ
う
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
、
と
い
(
6
)
 
う
問
題
を
我
々
は
提
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
o
」
つ
ま
り
彼
は
「
工
業
国
」
的
発
展
の
程
度
と
速
度
が
、
人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
加
速
化
さ
れ
て
い
る
、
と
考
え
て
お
り
、
「
工
業
国
L
的
発
展
の
極
端
な
進
行
に
疑
問
を
提
出
す
る
。
こ
う
し
て
、
ヮ
!
グ
ナ
!
の
場
合
、
「
工
業
国
」
的
発
展
を
た
だ
ち
に
拒
否
し
、
「
農
業
国
」
へ
の
復
帰
を
願
望
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
の
政
策
的
課
題
は
、
「
こ
う
し
た
発
展
彦
、
お
よ
そ
自
然
に
適
っ
た
も
の
、
無
条
件
に
必
要
な
も
の
、
と
は
み
な
い
」
、
「
工
業
国
」
的
発
展
に
対
す
る
「
相
対
的
な
反
対
者
」
の
立
場
か
ら
、
「
純
粋
に
農
業
国
的
国
民
経
済
か
、
純
粋
に
工
業
・
商
業
国
的
国
民
経
済
か
、
と
い
う
原
理
的
・
極
限
的
問
題
で
は
な
く
、
農
業
的
要
素
と
工
業
的
・
商
業
的
要
素
の
正
し
い
混
合
宮
町
口
E
Z
の
程
度
」
こ
そ
が
問
題
(
7
)
 
と
な
る
。
〉
貸
出
吋
H
S
-
a
H
E
5仲立
g
gと
と
い
う
一
言
葉
は
、
そ
の
端
的
な
表
現
で
あ
っ
た
。
ワ
i
グ
ナ
i
に
お
け
る
「
人
口
問
題
」
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
が
そ
の
講
演
に
お
い
て
、
「
農
業
国
」
か
ら
「
工
業
国
」
へ
の
発
展
の
推
進
的
モ
メ
ン
ト
と
し
て
、
「
資
本
」
の
私
経
済
的
利
潤
追
求
を
指
摘
し
た
と
き
、
ワ
l
グ
ナ
!
は
、
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
の
問
題
提
起
に
好
意
を
寄
せ
つ
つ
も
、
次
の
如
き
異
論
を
提
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
オ
ル
デ
ン
ペ
ル
グ
は
、
輸
出
工
業
の
畏
期
的
不
可
能
性
と
農
業
の
保
護
H
食
糧
自
給
を
主
強
し
た
が
、
そ
の
場
合
、
農
業
生
産
高
の
増
大
は
技
術
的
に
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
農
業
生
産
に
お
け
る
収
穫
の
増
加
は
、
工
業
生
産
と
異
っ
て
、
基
本
的
に
は
生
産
コ
ス
ト
の
増
加
を
も
っ
て
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
経
験
法
則
で
あ
る
か
ら
、
食
糧
・
工
業
用
原
料
と
し
て
の
農
産
物
価
格
の
高
騰
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
人
口
が
年
々
急
速
に
増
加
す
る
、
と
い
う
前
提
の
下
で
は
、
そ
の
増
加
人
口
の
一
雇
用
の
た
め
に
、
結
局
は
輸
出
工
業
が
必
然
的
に
要
請
さ
れ
ざ
る
を
え
ず
、
増
加
す
る
人
口
に
対
す
る
食
糧
H
消
費
財
供
給
の
状
態
は
悪
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
輸
出
工
業
を
抑
制
し
て
農
業
保
護
を
遂
行
す
る
場
合
、
本
質
的
な
困
難
は
人
口
問
題
で
あ
り
、
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
が
人
口
増
加
の
緩
和
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
は
問
題
で
あ
り
、
な
に
よ
り
も
強
力
な
人
口
増
加
を
抑
制
す
べ
き
諸
方
策
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
に
川
が
以
上
で
あ
る
。
ワ
l
グ
ナ
i
は
「
収
種
逓
減
法
則
」
を
前
提
と
し
て
「
人
口
抑
制
」
策
を
提
起
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
ワ
l
グ
ナ
l
が
「
人
口
問
題
」
を
取
り
上
げ
る
場
合
、
議
論
の
前
提
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、
第
一
に
、
ブ
レ
ン
タ
l
ノ
等
の
「
楽
観
論
」
者
が
、
文
明
社
会
の
発
展
に
つ
れ
て
自
然
的
人
口
増
加
は
む
し
ろ
低
下
し
て
い
く
、
と
主
張
す
る
の
に
対
し
て
、
ワ
l
グ
ナ
!
の
場
合
、
安
定
し
た
政
治
状
態
を
前
提
に
す
れ
ば
こ
れ
ま
で
同
様
に
人
口
は
一
層
増
加
す
る
、
と
い
う
予
測
に
立
っ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
人
口
の
い
わ
ゆ
る
「
空
間
的
移
動
」
と
い
う
点
で
み
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
場
合
、
一
八
八
一
年
に
ピ
l
ク
に
達
し
た
海
外
移
民
数
は
、
自
然
的
人
口
増
を
下
回
る
も
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
海
外
移
民
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
移
民
は
到
底
望
め
な
い
こ
と
、
一
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
に
お
け
る
経
済
政
策
論
争
一
六
一
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
に
お
け
る
経
済
政
策
論
争
}
六
(
9
)
 
し
た
が
っ
て
「
国
内
の
相
当
な
人
口
増
」
が
不
可
避
で
あ
る
、
と
い
う
前
提
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
ヮ
l
グ
ナ
l
は
、
も
ち
ろ
ん
「
人
口
」
を
経
済
的
レ
ベ
ル
で
の
み
問
題
に
す
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
、
「
国
防
力
」
や
田
凶
家
の
礎
石
と
し
て
の
「
健
全
な
個
人
主
義
の
有
資
格
者
」
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
国
民
経
済
及
び
一
般
的
な
人
間
文
化
の
た
め
に
、
一
定
の
、
絶
対
的
に
少
な
く
な
い
国
民
の
数
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
国
民
の
密
度
が
望
ま
し
い
だ
け
で
な
く
、
必
要
で
す
ら
あ
る
ハ
印
〉
の
で
あ
っ
て
、
「
人
聞
の
適
切
な
数
と
こ
と
」
、
「
い
わ
ゆ
る
『
過
少
人
口
』
は
経
済
的
に
不
利
で
あ
り
、
文
化
に
敵
対
的
と
な
り
う
る
」
ゆ
っ
く
り
し
た
増
加
、
し
か
し
質
的
に
は
有
能
な
人
口
、
そ
し
て
経
済
生
活
に
お
け
る
、
よ
り
強
化
さ
れ
た
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
、
こ
れ
ら
を
(
日
)
有
す
る
民
族
」
こ
そ
が
ワ
i
グ
ナ
i
の
望
ま
し
い
理
想
像
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
ワ
l
グ
ナ
l
の
「
人
口
抑
制
」
策
の
提
起
を
も
っ
て
、
単
純
に
彼
宏
「
マ
ル
サ
ス
主
義
者
」
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
し
か
に
ワ
l
グ
ナ
l
は
、
人
間
の
増
加
は
幾
何
級
数
的
で
あ
る
の
に
食
糧
供
給
は
算
術
級
数
的
に
し
か
増
加
し
な
ハ
ロ
〉
ぃ
、
と
い
う
い
わ
ゆ
る
マ
ル
サ
ス
の
「
人
口
法
則
」
を
否
定
し
な
か
っ
た
。
彼
は
プ
レ
ン
タ
i
ノ
等
の
「
楽
観
論
」
と
は
異
っ
て
、
こ
う
た
し
た
マ
ル
サ
ス
の
い
う
「
絶
対
的
過
剰
人
口
」
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
に
、
「
道
徳
的
抑
制
」
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
問
題
は
単
に
人
口
数
の
量
的
な
そ
れ
で
は
な
く
、
「
質
的
に
有
能
な
:
:
:
」
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
彼
は
、
「
相
対
的
過
剰
人
口
」
を
問
題
に
す
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
と
と
も
に
、
社
会
的
総
資
本
中
の
可
変
資
本
部
分
の
増
加
率
が
、
不
変
資
本
の
そ
れ
よ
り
も
「
相
対
的
」
に
低
落
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
、
マ
ル
ク
ヌ
の
「
相
対
的
過
剰
人
口
」
概
念
で
は
な
い
。
だ
が
ワ
l
グ
ナ
i
は
、
「
産
業
予
備
軍
」
と
い
う
形
態
を
と
る
現
実
の
失
業
現
象
を
、
マ
ル
サ
ス
的
「
絶
対
的
過
剰
人
口
」
と
の
対
比
で
「
相
対
的
過
剰
人
口
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ワ
l
グ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
相
対
的
過
剰
人
口
」
と
は
、
一「
人
口
、
と
く
に
労
働
階
級
が
、
勤
労
に
対
す
る
能
力
と
意
欲
を
有
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
定
し
た
十
分
な
雇
用
と
営
業
を
見
つ
け
(
m
)
 
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
」
を
意
味
し
て
い
る
。
マ
ル
サ
ス
が
「
人
口
法
則
L
に
よ
っ
て
「
貧
困
」
を
説
く
と
き
、
そ
こ
に
は
政
治
形
態
や
財
産
の
不
平
等
の
問
題
は
介
在
す
る
余
地
が
な
く
、
下
層
階
級
の
「
道
徳
的
抑
制
」
以
外
に
道
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
ワ
I
グ
ナ
l
の
場
合
、
「
相
対
的
過
剰
人
口
」
が
、
「
生
産
技
術
と
経
済
状
態
の
水
準
の
発
展
」
、
「
生
産
収
益
配
分
の
所
与
の
法
秩
序
」
と
「
こ
の
法
秩
序
の
変
更
の
可
能
性
」
、
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
を
認
め
て
お
は
)
、
「
相
対
的
過
剰
人
口
」
の
解
決
策
が
政
策
レ
ベ
ル
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
失
業
問
題
に
対
す
る
問
題
意
識
は
強
烈
で
あ
っ
た
。
彼
は
輪
出
工
業
の
発
展
が
失
業
問
題
を
解
決
で
き
な
い
、
と
考
え
て
い
た
が
、
こ
の
点
で
は
ワ
l
グ
ナ
ー
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
同
じ
だ
っ
た
。
?-ιv'-
、
ナ
/
ナ
d
ワ
l
グ
ナ
ー
は
、
失
業
を
も
た
ら
す
「
過
剰
人
口
」
が
、
都
市
人
口
・
商
工
業
人
口
を
増
加
さ
せ
、
自
然
的
な
人
口
増
を
刺
激
す
る
「
工
業
国
」
体
制
に
よ
っ
て
、
促
進
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
工
業
国
」
体
制
が
こ
の
ま
ま
存
続
し
、
一
九
世
紀
以
来
の
急
速
な
人
口
増
加
が
継
続
し
て
い
け
ば
、
次
の
一
一
一
つ
の
選
択
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
、
と
ワ
l
グ
ナ
l
はニ一一口う。
つ
ま
り
、
一
、
外
一
九
世
紀
プ
ヲ
y
b
p
l
ゲ
末
に
は
海
外
移
民
数
は
む
し
ろ
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
他
方
、
も
は
や
地
球
上
に
は
、
ド
イ
ツ
人
の
移
民
に
と
っ
て
l
l商
業
・
植
栽
国
へ
の
通
常
の
移
民
・
定
住
、
二
、
新
植
民
地
及
び
植
民
国
家
の
創
設
、
一
二
、
他
国
の
領
土
の
征
服
、
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
植
民
地
に
お
け
る
指
導
的
活
動
と
農
耕
者
と
し
て
定
住
で
き
る
1
1
1
有
用
な
土
地
は
、
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
こ
と
、
こ
う
し
た
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
「
他
国
の
領
土
の
征
加
」
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
「
将
来
の
食
糧
需
要
の
充
足
」
の
問
題
も
含
め
て
考
え
れ
ば
、
「
諸
民
族
の
領
域
を
め
ぐ
る
闘
争
」
は
必
定
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
し
く
「
人
口
問
題
」
「
征
服
帝
国
」
は
こ
の
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
(
時
〉
て
、
帝
国
主
義
的
権
力
政
策
を
人
口
問
題
の
帰
結
と
し
て
論
じ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ヮ
l
グ
ナ
l
的
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
人
口
増
加
の
圧
は
「
権
力
政
策
」
に
移
行
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
ワ
l
グ
ナ
ー
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
一
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
に
お
け
る
経
済
政
策
論
争
一
六
一
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
に
お
け
る
経
済
政
策
論
争
一
六
四
力
を
考
慮
し
な
い
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
の
農
業
「
拡
大
」
論
は
、
当
然
、
「
他
国
の
領
土
の
征
服
」
に
直
結
す
る
危
険
な
構
想
、
と
い
、
7
こ
と
に
な
る
。
ワ
l
グ
ナ
l
の
場
合
、
「
商
人
精
神
」
批
判
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
「
倫
理
的
」
な
、
し
か
も
保
守
的
な
観
点
か
ら
の
、
「
工
業
国
」
批
判
を
基
底
に
も
ち
つ
つ
も
、
「
工
業
国
」
的
発
展
が
「
過
剰
人
口
」
問
題
を
解
決
で
き
な
い
場
ム
口
、
「
征
服
帝
国
」
の
道
を
た
ど
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
が
把
え
ら
れ
て
い
る
。
農
業
問
題
以
上
の
よ
う
に
、
ヮ
i
グ
ナ
!
は
、
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
の
「
工
業
国
」
批
判
を
全
体
と
し
て
評
価
し
つ
つ
も
、
「
人
口
の
観
点
か
ら
そ
の
首
尾
一
貫
性
の
欠
如
を
批
判
し
た
。
だ
が
問
題
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
ワ
i
グ
ナ
i
は
、
オ
ル
デ
ン
べ
ル
グ
批
判
に
お
い
て
、
農
業
に
お
け
る
「
収
穫
逓
減
法
則
」
の
貫
徹
を
肯
定
し
て
い
た
。
彼
は
、
ド
イ
ツ
の
「
農
業
国
」
か
ら
「
工
業
国
L
へ
の
発
展
は
、
よ
り
正
確
に
表
現
す
れ
ば
、
「
農
業
国
的
要
素
」
が
優
位
に
あ
る
「
農
・
工
国
」
か
ら
、
「
工
業
国
的
要
素
」
が
圧
倒
的
な
「
農
・
エ
国
」
(
げ
川
「
工
・
農
園
」
)
へ
の
移
行
に
な
ら
ず
、
一
面
的
な
「
工
業
国
L
体
制
と
「
過
剰
人
口
」
の
脅
威
を
免
れ
る
た
め
に
は
、
か
か
る
発
展
の
テ
ン
ポ
を
緩
め
、
両
要
素
の
「
調
和
的
i
一
な
「
混
合
」
が
必
要
で
あ
り
、
「
:
:
:
偉
大
な
文
化
民
族
の
近
代
的
国
民
経
済
に
と
っ
て
、
特
に
現
代
の
ド
イ
ツ
国
民
経
済
に
と
っ
て
、
近
代
的
様
式
の
工
業
国
的
発
展
は
、
農
業
国
的
要
素
と
並
ん
で
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
犠
牲
に
し
て
、
ど
の
程
度
必
要
な
の
か
L
、
と
い
う
問
題
提
起
こ
そ
が
「
正
し
い
し
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
も
前
述
の
如
く
、
一
定
の
着
実
な
人
口
増
加
は
む
し
ろ
望
ま
し
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
「
農
業
国
的
要
素
」
を
保
護
す
る
場
合
、
「
収
穫
逓
減
法
則
」
の
作
用
は
、
ヮ
i
グ
ナ
i
の
構
想
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
論
議
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
、
「
工
業
国
」
論
者
の
農
業
論
を
紹
介
し
つ
つ
円
説
を
主
張
し
て
い
る
の
で
、
便
宜
上
、
彼
に
よ
っ
て
総
括
さ
れ
た
「
工
業
国
」
論
者
の
そ
れ
を
引
用
し
て
お
こ
う
。
ワ
l
グ
ナ
l
は
主
と
し
て
、
プ
レ
ン
タ
i
ノ
を
念
頭
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
プ
レ
ン
タ
!
ノ
等
の
議
論
は
、
一
、
交
通
手
段
の
改
善
と
輸
送
費
の
低
廉
化
が
安
価
な
農
産
物
輸
入
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
り
わ
け
下
層
階
級
へ
の
消
費
供
給
を
有
利
に
し
、
競
争
力
強
化
と
工
業
製
品
輸
出
の
拡
大
を
つ
う
じ
て
増
大
す
る
人
口
の
雇
用
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
国
民
全
体
に
利
誌
を
も
た
ら
す
こ
と
、
二
、
ド
イ
ツ
の
農
業
は
、
規
模
と
地
質
か
ら
み
て
も
、
こ
れ
以
上
必
要
な
農
業
生
産
物
を
供
給
で
き
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
と
と
が
可
能
で
あ
る
に
し
て
も
、
消
費
者
に
と
っ
て
耐
え
ら
れ
な
い
負
担
で
の
み
供
給
で
き
る
か
ら
〈
「
収
穫
逓
減
法
則
L
)
、
人
口
増
加
が
続
け
ば
、
農
産
物
供
給
は
不
十
分
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
場
合
、
土
地
価
格
の
高
騰
が
所
有
者
の
債
務
強
化
を
ひ
き
お
こ
し
、
土
地
所
有
者
の
経
営
状
態
を
圧
迫
し
て
い
る
現
状
に
お
い
て
は
、
高
度
穀
物
関
税
は
、
世
界
市
場
価
格
と
園
内
市
場
価
格
の
差
額
を
保
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
地
代
」
を
上
昇
せ
し
め
、
結
局
再
び
地
価
の
上
昇
を
招
来
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
上
昇
し
た
地
価
に
見
合
う
穀
物
価
格
の
要
求
に
反
映
さ
れ
る
か
ら
、
穀
物
関
税
の
再
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
、
悪
循
環
が
形
成
さ
れ
る
。
し
か
も
高
い
穀
物
価
格
は
、
消
費
者
、
と
り
わ
け
下
層
階
級
の
生
活
水
準
を
圧
迫
す
る
。
三
、
か
か
る
穀
物
関
税
引
き
上
げ
に
よ
る
穀
価
上
昇
は
、
地
代
・
借
地
料
の
引
き
上
げ
と
地
価
の
高
騰
を
も
た
ら
す
結
果
、
農
業
部
門
自
体
に
お
い
て
も
、
借
地
農
業
者
と
土
地
購
入
者
に
と
っ
て
は
不
利
益
と
な
る
。
と
れ
は
、
過
剰
負
債
を
か
か
え
、
高
価
格
に
よ
る
農
場
の
転
売
を
企
図
す
る
土
地
所
有
者
、
就
中
、
東
部
の
騎
士
領
所
有
者
だ
け
を
利
す
ろ
に
す
ぎ
ず
、
穀
物
関
税
に
よ
る
農
業
保
護
は
、
下
層
階
級
含
犠
牲
に
し
た
大
土
地
所
有
者
へ
の
「
曹
長
大
な
贈
物
」
に
他
な
ら
な
い
。
四
、
さ
ら
に
、
小
土
地
所
有
者
・
小
農
業
家
は
穀
作
に
利
害
関
心
を
も
た
ず
、
む
し
ろ
自
家
需
要
の
不
足
分
を
市
場
で
購
入
し
な
け
れ
ぽ
な
ち
な
い
か
ら
、
穀
物
関
税
引
き
上
げ
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
不
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
。
五
、
ド
イ
ツ
国
内
に
お
け
る
こ
れ
以
上
の
穀
物
生
産
は
、
生
産
費
の
高
騰
に
よ
っ
て
の
み
実
現
さ
れ
う
る
か
ら
不
必
要
な
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
ド
イ
ツ
農
業
に
と
っ
て
重
要
に
な
り
つ
つ
あ
る
飼
料
栽
培
、
酪
農
、
牧
畜
、
工
業
原
料
栽
培
な
ど
の
農
業
諸
部
一
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
に
お
け
る
経
済
政
策
論
争
一
六
五
一
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
に
お
け
る
経
済
政
策
論
争
一
六
六
門
の
拡
大
の
た
め
に
、
制
限
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
例
に
な
ら
っ
て
、
穀
作
か
ら
牧
畜
等
々
へ
の
転
換
こ
そ
が
、
農
業
技
術
的
・
国
民
経
済
的
に
正
し
い
合
理
的
政
策
で
あ
り
、
農
業
危
機
に
対
す
る
唯
一
の
救
済
手
段
で
あ
る
。
(
げ
)
る。
ほ
ぼ
以
上
の
五
点
に
要
約
で
き
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
穀
物
関
税
引
き
上
げ
を
中
心
と
す
る
農
業
保
護
政
策
は
、
下
層
階
級
や
小
農
そ
の
他
の
す
べ
て
の
階
級
を
犠
牲
に
し
た
、
「
騎
士
領
所
有
者
」
日
「
ユ
ン
カ
l
」
保
護
の
「
階
級
政
策
」
な
の
で
あ
り
、
他
方
で
は
、
ド
イ
ツ
の
工
業
製
品
に
対
す
る
諸
外
国
の
報
複
的
関
税
政
策
安
誘
発
す
る
「
悪
し
き
」
政
策
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
農
業
危
機
に
対
す
る
救
済
策
は
、
先
進
「
工
業
国
」
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
に
倣
っ
て
、
「
穀
物
保
護
」
を
撤
廃
す
る
こ
と
、
輸
出
工
業
の
繁
栄
を
基
礎
と
す
る
農
産
物
供
給
構
造
へ
の
編
成
替
え
、
こ
れ
以
外
に
道
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
ワ
i
グ
ナ
l
は
、
ど
の
よ
う
に
反
論
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
ず
外
国
か
ら
の
安
価
な
穀
物
供
給
に
つ
い
て
い
え
ば
、
も
ち
ろ
ん
低
廉
な
食
糧
価
格
が
も
た
ら
す
利
益
は
承
認
で
き
る
が
、
国
際
的
穀
物
取
引
に
お
け
る
大
規
模
な
投
機
に
よ
っ
芝
生
ず
る
激
し
い
価
格
変
動
を
考
産
す
れ
ば
、
圏
内
の
収
穫
変
動
に
よ
る
不
利
益
の
方
が
よ
り
小
さ
い
。
そ
れ
以
上
に
重
要
な
こ
と
は
、
低
廉
な
食
糧
供
給
が
低
い
パ
ン
価
格
を
も
た
ら
す
と
し
て
も
、
今
日
の
「
工
業
国
」
体
制
に
と
っ
て
の
不
安
は
「
一
雇
用
問
題
」
な
の
で
あ
っ
て
、
穀
物
価
格
の
「
高
騰
」
で
は
な
く
、
農
業
経
営
を
持
続
的
に
存
続
さ
せ
う
る
よ
う
な
、
生
産
コ
ス
ト
プ
ラ
ス
利
潤
、
を
可
能
に
さ
せ
る
「
適
度
な
価
格
」
の
実
現
こ
そ
が
、
農
業
者
の
生
産
力
と
購
買
力
を
維
持
・
拡
大
せ
し
め
、
「
工
業
に
と
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
景
気
変
動
や
国
際
的
競
争
関
係
、
そ
し
て
ま
た
外
国
の
通
商
・
関
税
政
策
の
撹
乱
的
作
用
の
影
響
を
こ
う
む
る
外
国
で
の
工
業
製
品
販
売
が
与
え
る
よ
り
も
、
よ
り
大
き
な
支
払
い
能
力
を
有
す
る
良
好
な
市
場
を
創
出
す
る
し
で
あ
ろ
ぅ
。
こ
う
し
て
ワ
!
グ
ナ
l
は
、
安
価
な
穀
物
よ
り
も
コ
雇
用
」
を
重
視
し
、
穀
物
輸
入
減
少
は
、
国
内
取
引
の
活
発
化
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
、
と
指
摘
し
、
そ
の
た
め
の
鉄
道
政
策
・
運
河
政
策
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
二
、
「
収
穫
逓
減
法
則
」
の
作
用
と
穀
作
の
転
換
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
ワ
l
グ
ナ
i
も
、
ド
イ
ツ
農
業
に
お
け
る
土
地
利
用
の
こ
れ
以
上
の
拡
大
が
大
き
な
困
難
を
伴
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
承
認
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
荒
蕪
地
・
沼
沢
地
の
開
墾
、
生
産
の
集
約
化
の
促
進
、
休
閑
地
の
縮
小
を
含
め
て
、
耕
作
地
の
相
当
な
拡
大
は
可
能
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
長
期
的
に
は
、
農
業
に
お
け
る
追
加
的
資
本
投
下
に
見
合
う
価
格
を
保
証
す
れ
ば
、
国
内
農
業
拡
大
の
余
地
は
大
い
に
あ
り
う
る
。
し
か
も
、
ド
イ
ツ
農
業
は
、
風
土
的
粂
件
(
主
と
し
て
降
雨
量
)
に
よ
っ
て
、
と
く
に
東
部
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
穀
作
地
を
牧
草
地
・
放
牧
地
に
転
換
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
ワ
l
グ
ナ
l
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
「
穀
物
供
給
を
可
能
な
か
ぎ
り
維
持
・
拡
大
し
、
外
国
か
ら
の
購
入
に
依
存
し
な
い
こ
と
」
が
、
「
国
民
経
済
L
的
に
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
穀
作
か
ら
牧
畜
へ
の
転
換
↓
農
村
人
口
急
減
、
都
市
・
工
業
へ
の
人
口
集
中
が
も
た
、
り
し
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
「
人
間
の
荒
廃
」
の
轍
を
踏
む
べ
き
で
な
い
、
と
力
説
し
て
い
る
。
三
、
穀
物
関
税
の
引
き
上
げ
が
も
た
ら
す
不
平
等
な
作
用
に
関
し
て
み
れ
は
、
た
し
か
に
大
経
営
は
穀
物
の
自
家
消
費
の
割
合
が
小
さ
く
、
中
小
経
営
の
場
合
は
逆
に
な
り
、
そ
の
限
り
で
は
、
穀
物
関
税
は
大
経
営
に
有
利
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
非
農
村
人
口
に
対
す
る
穀
物
供
給
は
大
経
営
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
や
む
を
え
な
い
と
考
え
る
。
他
方
で
大
経
営
が
牧
畜
・
酪
農
へ
転
換
し
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
部
門
で
の
中
小
経
営
と
の
競
合
、
過
剰
生
産
の
危
険
を
彼
は
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
反
論
は
い
さ
さ
か
苦
し
い
も
の
が
あ
り
、
現
実
の
農
業
関
税
問
題
に
お
け
る
「
農
民
連
合
」
と
「
農
業
(
惜
岬
)
者
同
盟
」
の
提
携
を
指
摘
し
て
、
大
経
営
と
中
・
小
経
営
の
利
害
の
一
体
性
を
強
調
し
て
い
る
。
ワ
l
グ
ナ
ー
に
と
っ
て
の
問
題
だ
っ
た
の
は
、
「
農
業
保
護
」
の
撤
廃
が
、
「
古
く
か
ら
定
住
し
て
い
る
:
・
:
国
民
的
・
社
会
的
有
機
体
の
重
要
な
構
成
要
素
」
で
あ
る
「
貴
族
」
-
「
農
民
」
を
、
「
大
土
地
所
有
」
、
「
大
土
地
経
営
」
と
「
借
地
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
、
「
日
雇
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
へ
分
解
さ
せ
、
土
地
所
有
者
の
取
引
所
・
投
機
・
商
工
業
と
結
び
つ
く
都
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
へ
の
移
行
を
促
し
、
旧
土
地
貴
族
の
「
支
配
」
を
強
化
さ
一
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
に
お
け
る
経
済
政
策
論
争
ノ、
七
一
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
に
お
け
る
経
済
政
策
論
争
一
六
八
せ
て
、
そ
う
し
た
農
村
の
「
社
会
的
有
機
体
」
を
解
体
さ
せ
る
方
向
に
作
用
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
百
万
長
者
」
の
発
生
を
共
に
敵
視
す
る
「
社
会
改
良
家
し
と
し
て
の
ワ
l
グ
ナ
l
の
心
情
が
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
。
」
こ
に
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」
と
こ
の
よ
う
に
、
ヮ
l
グ
ナ
!
は
、
国
内
に
お
け
る
農
・
工
の
結
合
を
、
既
存
の
「
有
機
体
」
的
農
村
社
会
に
お
け
る
「
農
業
者
」
の
購
買
力
を
、
穀
物
関
税
の
引
き
上
げ
を
?
っ
じ
て
確
保
す
る
こ
と
に
求
め
た
。
こ
こ
で
は
、
「
着
実
な
人
口
増
加
」
が
前
提
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
、
農
業
に
お
け
る
「
収
穫
逓
減
法
則
」
の
貫
徹
を
承
認
し
て
も
、
農
業
生
産
増
H
追
加
的
資
本
投
下
に
よ
る
生
産
価
格
の
上
昇
は
、
「
耐
え
ら
れ
な
い
」
も
の
で
は
な
い
、
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ブ
レ
ン
タ
l
ノ
や
ワ
l
グ
ナ
!
が
「
収
穫
逓
減
法
則
」
の
貫
徹
、
と
い
う
場
合
、
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
は
、
品
種
改
良
・
生
産
技
術
の
改
善
等
の
、
い
わ
ゆ
る
こ
の
法
則
に
対
抗
す
る
諸
要
因
も
含
め
て
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ブ
レ
ン
タ
l
ノ
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
法
則
の
貫
徹
を
絶
対
視
し
て
「
工
業
国
7
%の
不
可
避
性
を
説
く
の
に
対
し
て
、
ヮ
i
グ
ナ
l
の
場
合
、
「
保
護
関
税
」
に
よ
っ
て
耐
え
ら
れ
る
程
度
の
も
の
、
と
い
う
考
え
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
ワ
l
グ
ナ
!
の
穀
物
関
税
引
き
上
げ
に
よ
る
農
業
購
買
力
を
起
点
と
す
る
農
・
工
結
合
構
想
に
お
い
て
は
、
農
業
の
工
業
に
対
す
る
有
効
需
要
を
強
調
す
る
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
有
効
需
要
の
主
体
が
、
「
有
機
体
」
的
な
社
会
構
成
員
で
あ
り
、
函
内
工
業
に
と
っ
て
有
効
需
要
と
し
て
作
用
す
る
か
ど
う
か
、
は
疑
問
が
残
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
が
章
一
視
し
た
「
国
内
植
民
」
の
問
題
も
後
退
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
次
に
我
々
は
、
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
の
提
起
し
た
一
世
界
経
済
」
の
問
題
が
、
ワ
i
グ
ナ
ー
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
、
を
み
て
み
よ
う
。
工
業
・
世
界
貿
易
の
問
題
ワ
l
グ
ナ
i
に
と
っ
て
、
「
工
業
国
」
的
発
展
の
「
楽
観
論
L
者
が
強
調
す
る
「
カ
プ
リ
ヴ
ィ
通
商
条
約
の
成
功
L
と
ド
イ
ツ
輸
出
貿
易
の
伸
援
は
、
手
放
し
で
礼
賛
で
き
ろ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
一
八
六
O
!
一
九
O
Q年
の
貿
易
統
計
は
、
先
進
国
中
、
ド
イ
ツ
貿
易
の
発
展
が
最
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
、
一
八
九
0
年
代
後
半
に
な
っ
て
く
る
と
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
急
激
な
発
展
が
ド
イ
ツ
を
凌
駕
し
は
じ
め
て
い
た
。
ワ
l
グ
ナ
!
の
「
工
業
国
」
的
発
展
に
対
す
る
懐
簸
は
、
高
度
保
護
関
税
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
が
、
近
年
輸
出
貿
易
に
お
い
て
、
工
業
製
品
の
比
率
を
急
速
に
増
加
さ
せ
、
自
国
の
園
内
市
場
を
超
え
て
、
第
三
国
市
場
に
お
い
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
工
業
国
に
と
っ
て
強
力
な
競
争
国
と
し
て
登
場
し
、
し
か
も
か
つ
て
の
債
務
国
か
ら
債
権
国
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
認
識
を
基
底
と
し
て
い
た
。
他
方
、
ド
イ
ツ
国
内
の
輸
出
工
業
を
み
れ
ば
、
園
内
消
費
者
を
犠
牲
ιし
た
、
カ
ル
テ
ル
の
保
護
関
税
を
利
用
し
た
対
外
的
ダ
ン
ピ
ン
グ
は
、
「
工
業
製
品
輸
出
体
制
」
の
「
不
健
全
な
状
態
」
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
彼
は
、
近
年
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
っ
て
き
た
、
農
産
物
・
工
業
原
料
を
中
心
と
す
る
輸
入
が
著
し
く
増
大
し
、
工
業
製
品
輸
出
の
伸
張
を
相
対
的
に
上
回
り
、
貿
易
収
支
の
赤
字
を
貿
易
外
収
支
の
黒
字
で
補
填
す
る
、
と
い
う
収
支
構
造
を
無
視
す
る
訳
で
は
な
か
っ
た
。
ワ
l
グ
ナ
I
が
強
調
す
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
比
べ
て
、
ド
イ
ツ
は
輸
入
貿
易
の
赤
字
を
貿
易
外
収
支
の
黒
字
で
カ
バ
ー
す
る
程
度
が
低
く
、
し
た
が
っ
て
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
工
業
製
品
輸
出
へ
の
依
存
度
が
高
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
F
イ
ツ
の
輸
出
ヱ
業
の
発
展
は
、
決
定
的
意
義
を
も
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
繁
栄
せ
る
輪
出
工
業
」
と
い
う
美
名
の
下
に
、
過
度
の
労
働
時
間
と
「
み
じ
め
な
」
]
回
目
白
日
ロ
nv
賃
金
を
基
礎
と
す
る
膨
大
な
家
内
工
業
出
向
己
的
古
a
g
E
O
れ
も
「
不
健
全
な
現
象
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
が
広
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
「
工
業
国
」
的
発
展
の
問
題
が
、
対
外
的
「
市
場
」
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
一
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
に
お
け
る
経
済
政
策
論
争
一
六
九
一
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
に
お
け
る
経
済
政
策
論
争
一
七
O
内
に
お
け
る
輸
出
工
業
の
状
態
に
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
工
業
国
」
的
発
展
が
、
食
糧
・
工
業
原
料
を
輸
入
し
、
工
業
製
品
を
輸
出
す
る
農
・
工
聞
の
国
際
分
業
体
制
を
前
提
と
し
て
い
る
以
上
、
「
工
業
国
」
体
制
が
存
続
し
う
る
た
め
に
は
、
三
つ
の
前
提
条
件
が
あ
る
、
と
ワ
l
グ
ナ
ー
は
い
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
付
、
外
国
が
農
産
物
・
工
業
原
料
を
、
ド
イ
ツ
に
対
し
て
適
切
な
、
高
す
ぎ
な
い
価
格
で
供
給
し
よ
う
と
す
る
意
志
と
能
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
口
、
こ
う
し
た
生
産
物
(
そ
の
大
部
分
は
、
新
世
界
そ
の
他
の
海
外
諸
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
部
か
ら
供
給
さ
れ
る
)
の
購
入
が
、
現
実
に
も
十
分
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
日
、
ド
イ
ツ
の
工
業
製
品
が
、
「
儲
け
が
あ
げ
ら
れ
る
」
ハ
m)
生
産
コ
ス
ト
プ
ラ
ス
利
潤
を
実
現
で
き
る
価
格
で
、
外
国
に
販
売
さ
れ
う
る
保
証
が
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
]OF5E
価
格
、
つ
中
小
島
nノ
(ワ
l
グ
ナ
l
が
農
・
工
間
の
国
際
分
業
と
い
う
場
合
、
各
国
民
経
済
が
地
理
的
・
風
土
的
条
件
に
し
た
が
っ
て
供
給
不
可
能
な
も
の
1
1
例
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
綿
花
の
如
き
l
lの
輸
入
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
)
ワ
i
グ
ナ
l
が
前
提
条
件
と
い
う
と
き
、
そ
こ
に
は
、
各
国
民
経
済
の
政
策
レ
ベ
ル
で
の
対
応
と
、
「
市
場
」
の
客
観
的
可
能
位
の
考
察
が
含
ま
れ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
付
の
場
合
に
は
、
ロ
シ
ア
の
一
八
九
一
・
九
二
年
の
不
作
に
よ
る
ラ
イ
麦
輸
出
禁
止
、
イ
ギ
リ
ス
の
涯
青
炭
輸
出
関
税
の
賦
課
等
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
政
治
的
・
経
済
的
理
由
に
よ
る
輸
出
関
税
・
輸
出
禁
止
の
措
置
で
あ
り
、
日
の
場
合
に
は
、
と
り
わ
け
後
進
工
業
国
に
お
け
る
保
護
関
税
政
策
の
問
題
で
あ
っ
た
。
(
な
お
口
の
意
味
は
、
農
産
物
の
輸
出
国
が
ド
イ
ツ
へ
の
供
給
の
意
欲
と
能
力
を
も
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
時
ιは
、
海
上
封
鎖
に
よ
っ
て
供
給
が
不
可
能
に
な
る
、
と
い
う
戦
争
経
済
と
食
糧
自
給
の
問
題
で
あ
る
J
し
か
し
彼
が
決
定
的
に
重
視
す
る
の
は
、
「
能
力
」
と
い
う
客
観
的
事
情
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
へ
の
食
糧
・
原
料
供
給
国
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
な
の
は
、
「
長
期
的
に
は
、
輸
出
国
自
身
で
、
著
し
く
自
国
の
人
口
が
増
加
し
、
そ
の
国
の
工
業
が
自
ら
発
展
し
て
、
国
内
の
原
料
自
体
を
す
べ
て
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
必
要
と
す
る
」
場
合
で
あ
っ
た
。
も
し
食
糧
・
原
料
供
給
国
に
お
い
て
人
口
が
増
加
し
、
国
内
需
要
が
高
ま
れ
ば
、
当
該
国
の
農
業
は
集
約
化
し
、
「
収
穫
逓
減
法
則
」
に
よ
っ
て
、
よ
り
高
い
価
格
で
生
産
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時
に
は
、
輸
入
に
よ
る
安
価
な
穀
物
価
格
と
い
う
「
工
業
国
L
体
制
の
存
立
基
盤
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
の
総
人
口
の
増
加
に
よ
っ
て
食
糧
需
要
そ
の
も
の
が
増
加
し
、
自
然
的
・
風
土
的
条
件
か
ら
み
て
、
食
糧
輸
出
国
か
ら
の
供
給
は
不
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。
ワ
l
グ
ナ
i
は
、
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
と
同
じ
く
、
後
進
国
の
工
業
化
と
人
口
増
加
に
よ
っ
て
、
安
価
な
食
糧
・
原
料
の
供
給
が
、
長
期
的
に
不
可
能
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、
供
給
そ
の
も
の
が
断
た
れ
る
に
い
た
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
だ
が
、
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
輸
出
国
に
お
け
る
工
業
化
と
人
口
増
加
は
、
ド
イ
ツ
輸
出
工
業
の
「
販
路
問
題
」
に
関
わ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
ワ
l
グ
ナ
ー
も
ま
た
、
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
と
同
じ
よ
う
に
、
「
我
々
は
現
在
、
こ
れ
ら
の
国
々
、
と
く
に
北
ア
メ
リ
カ
と
ロ
シ
ア
、
そ
の
他
に
も
例
え
ば
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
い
て
、
外
国
の
工
業
製
品
の
購
入
か
ら
自
立
し
、
自
国
の
工
業
を
発
展
さ
せ
、
強
力
な
保
護
関
税
体
制
そ
の
他
の
方
策
を
つ
う
じ
て
、
そ
う
し
た
段
階
に
到
達
し
よ
う
、
と
し
て
い
る
強
い
努
力
で
脅
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
彼
は
、
経
済
的
後
進
地
域
の
工
業
保
護
政
策
は
、
単
に
大
陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
業
保
護
政
策
に
対
す
る
農
産
物
輸
出
国
の
報
復
措
置
で
は
な
く
、
各
国
民
経
済
自
ら
が
要
求
す
る
自
主
的
政
策
な
の
で
あ
る
、
と
指
摘
し
、
こ
う
し
た
傾
向
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
工
業
か
ら
の
「
自
己
需
要
の
解
放
し
と
呼
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
オ
ル
デ
ン
べ
ル
タ
は
、
後
進
諸
国
の
工
業
化
の
契
機
と
し
て
、
先
進
工
業
国
か
ら
の
「
生
産
手
段
」
め
輸
出
を
指
摘
し
た
が
、
ワ
i
グ
ナ
l
は
、
そ
れ
を
一
層
広
く
把
え
て
、
工
業
化
の
伝
播
の
決
定
的
契
機
と
し
て
、
「
技
術
の
波
及
」
と
「
資
本
輸
出
」
を
挙
げ
て
い
た
。
前
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
た
し
か
に
ド
イ
ツ
輪
出
工
業
の
躍
進
の
原
因
の
一
つ
は
、
電
気
・
化
学
・
製
鉄
部
門
に
お
け
る
技
一
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
に
お
け
る
経
済
政
策
論
争
七
一
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
に
お
け
る
経
済
政
策
論
争
七
術
進
歩
で
あ
っ
た
が
、
ワ
i
グ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
技
術
進
歩
は
独
占
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
遠
か
ら
ず
、
と
く
に
北
ア
メ
リ
ヵ
、
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
波
及
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
生
産
財
・
消
費
財
部
門
の
、
日
常
的
な
需
要
充
足
の
た
め
の
基
礎
的
部
門
か
ら
、
高
度
な
技
術
を
必
要
と
す
る
特
殊
な
工
業
部
門
に
い
た
る
ま
で
、
技
術
進
歩
は
、
時
間
の
差
は
あ
る
に
せ
よ
、
結
局
は
各
(
M〉
国
に
普
及
せ
ざ
る
を
え
な
い
、
と
み
な
さ
れ
た
。
第
二
の
「
資
本
輸
出
し
に
つ
い
て
は
、
ワ
l
グ
ナ
l
は
、
近
年
こ
う
し
た
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
「
久
し
く
前
か
ら
、
全
世
界
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
に
よ
っ
て
、
と
く
に
最
近
は
、
大
陸
の
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
η
詰
資
本
に
よ
っ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
等
の
地
に
お
い
て
、
自
国
の
投
下
資
本
及
び
経
営
の
、
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
し
、
よ
り
高
い
利
誌
と
低
い
賃
金
を
期
待
で
き
る
|
|
保
護
関
税
に
よ
っ
て
封
鎖
さ
れ
た
1
1
外
国
へ
の
移
転
が
、
い
か
に
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
」
、
と
述
べ
て
い
(
物
彼
の
「
資
本
輸
出
」
は
、
保
護
関
税
の
強
化
と
技
術
進
歩
の
普
及
を
つ
う
じ
て
激
化
す
る
国
際
競
争
の
結
果
、
「
価
格
と
利
益
」
が
圧
迫
さ
れ
、
そ
の
営
利
衝
動
に
お
い
て
「
祖
国
を
も
た
な
い
資
本
」
が
、
高
利
潤
と
低
賃
金
を
求
め
、
外
国
に
直
接
投
資
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
、
も
ち
ろ
ん
「
金
融
資
本
」
一寸
独
占
資
本
」
、
あ
る
い
は
「
過
剰
資
本
」
概
念
か
ら
導
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
彼
の
現
実
認
識
は
、
後
に
ヒ
ル
ア
ァ
l
、一アィン
てグ
し、カf
る『
の金
を融
み資
る本
と』
き ~6 Iこ
、}お
-r 
「
資
木
輸
出
」
論
を
、
保
護
関
税
政
策
に
よ
る
商
品
輸
出
阻
害
作
用
を
克
服
す
る
手
段
と
し
て
展
開
し
「
資
本
輸
出
」
に
対
す
る
ヒ
ル
フ
ァ
l
デ
ィ
ン
グ
と
共
通
の
認
識
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
ワ
1
グ
ナ
i
が
強
調
す
る
の
は
、
「
資
本
輸
出
」
の
結
果
で
あ
る
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
の
工
業
・
商
業
・
銀
行
資
本
」
が
「
低
廉
な
労
働
力
を
擁
す
る
多
く
の
農
産
物
産
出
国
、
我
国
の
工
業
製
品
の
従
来
の
販
売
国
」
に
移
し
く
投
資
さ
れ
た
結
果
、
一寸
よ
う
や
く
こ
こ
で
、
工
業
の
競
争
企
業
が
設
立
さ
れ
、
東
ア
ジ
ア
の
日
本
人
、
イ
ン
ド
人
、
中
国
人
に
対
し
て
す
ら
、
道
具
、
機
械
、
技
術
者
、
経
営
管
理
者
、
職
工
長
が
送
り
こ
ま
れ
、
生
産
方
法
が
教
授
さ
れ
、
鉄
道
等
が
建
設
さ
れ
L
て
い
る
の
で
あ
れ
い
が
こ
こ
に
は
、
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
の
い
う
「
機
械
」
の
輸
出
、
ワ
l
グ
ナ
ー
が
さ
き
に
指
摘
し
た
「
技
術
の
普
及
」
と
い
う
契
機
が
、
「
資
本
輸
出
」
概
念
に
総
括
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
彼
が
、
貿
易
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
と
き
、
そ
こ
に
は
「
資
本
輸
出
」
と
一
体
の
も
の
、
と
い
う
認
識
が
存
在
し
て
い
た
。
「
様
々
な
商
品
種
類
か
ら
成
る
個
々
の
国
々
へ
の
、
及
び
全
体
と
し
て
の
輸
出
構
造
の
変
化
を
み
る
場
合
、
就
中
、
そ
れ
が
本
質
的
に
人
聞
の
直
接
的
消
費
の
た
め
の
、
主
と
し
て
繊
維
製
品
部
門
の
完
成
品
な
の
か
、
そ
れ
と
も
道
具
、
機
械
、
船
舶
、
特
定
の
原
料
(
石
炭
〉
、
半
製
品
(
銑
鉄
・
紡
糸
)
の
よ
う
な
、
外
国
の
購
入
者
に
と
っ
て
本
質
的
に
物
的
生
産
手
段
と
し
て
、
し
た
が
っ
て
、
外
国
に
お
い
て
、
自
国
の
生
産
の
た
め
の
基
礎
と
し
て
工
業
的
に
役
立
つ
も
の
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
外
国
、
つ
ま
り
『
農
業
国
』
へ
の
後
者
の
品
目
の
輸
出
を
つ
う
じ
て
、
農
業
国
自
身
の
工
業
の
発
展
が
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
か
、
あ
る
い
は
著
し
く
促
進
さ
れ
る
、
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
工
業
国
の
輸
出
貿
易
が
、
:
・
:
そ
の
工
業
製
品
の
従
来
の
販
売
諸
国
に
お
い
て
、
そ
し
て
遅
か
れ
早
か
れ
、
第
三
国
市
場
に
お
い
て
も
、
自
ら
競
争
者
を
創
り
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」
つ
ま
り
、
ワ
l
グ
ナ
l
は
、
「
資
本
輸
出
」
を
媒
介
と
し
て
、
長
期
的
に
み
れ
ば
、
経
済
的
後
進
国
の
工
業
化
が
、
生
産
手
段
の
輸
入
に
よ
っ
て
消
費
財
部
門
の
「
近
代
的
工
業
」
を
建
設
し
、
当
該
国
の
消
費
財
を
自
給
し
、
最
終
的
に
は
生
産
財
を
も
自
給
す
る
、
と
い
う
経
過
を
た
ど
ら
ざ
る
を
え
な
い
、
と
考
え
た
。
貿
易
収
支
の
構
造
か
ら
み
れ
ば
、
貿
易
収
支
の
赤
字
を
貿
易
外
収
支
、
と
く
に
資
本
収
支
の
黒
字
で
補
填
す
る
、
と
い
う
構
造
自
体
が
、
経
済
的
後
進
国
の
工
業
的
発
展
を
内
包
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
が
「
近
代
的
工
業
」
と
し
て
念
頭
に
お
い
て
い
た
の
は
、
日
本
と
イ
ン
ド
に
お
け
る
「
近
代
的
」
綿
工
業
の
展
開
と
低
賃
金
を
武
器
と
す
る
世
界
市
場
へ
の
進
出
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
ま
さ
し
く
「
資
本
輸
出
」
を
媒
介
に
し
た
「
生
産
手
段
」
の
輸
出
の
必
然
的
帰
結
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
依
拠
す
る
「
工
業
国
」
体
制
の
前
途
に
赤
信
号
を
燈
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ワ
i
グ
ナ
!
の
こ
う
し
た
「
悲
観
論
」
の
根
底
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
工
業
国
」
的
発
展
に
対
す
る
批
判
的
検
討
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
一
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
に
お
け
る
経
済
政
策
論
争
一
七
三
一
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
に
お
け
る
経
済
政
策
論
争
一
七
回
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
彼
は
、
ド
イ
ツ
の
「
工
業
国
」
論
者
が
理
想
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
貿
易
を
分
析
し
、
か
つ
て
「
世
界
の
工
場
」
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
商
業
的
・
工
業
的
発
展
に
よ
っ
て
、
大
陸
か
ら
駆
逐
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
自
国
の
市
場
に
お
い
て
す
ら
イ
ギ
リ
ス
工
業
は
競
争
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
ア
ジ
ア
市
場
に
お
い
て
も
、
ヨ
l
ロ
ッ
(
却
)
ロ
シ
ア
と
の
競
争
が
激
化
し
て
い
る
こ
と
、
を
指
摘
し
て
い
る
。
ワ
l
グ
ナ
l
は、
パ
工
業
諸
国
、
ア
メ
リ
カ
、
「
工
業
国
」
イ
ギ
リ
ス
の
こ
う
し
た
歴
史
的
経
緯
の
中
に
、
ド
イ
ツ
の
明
日
を
み
て
と
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
国
内
に
お
け
る
農
・
工
両
部
門
の
「
正
し
い
混
合
」
包
ロ
O
円
円
円
耳
目
問
。
冨
z
n
Fロ
ロ
四
を
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。
(
1
)
k
r
門
室
内
当
国
間
口
四
円
u
k
山崎、白、
1
5弘
同
邑
志
向
ミ
S
E主
目
。
円
ロ
ロ
Z
O
N
・
こ
の
著
作
の
初
版
は
、
一
九
O
一
年
三
一
月
か
ら
五
月
ま
で
、
ベ
ル
リ
ン
の
日
刊
紙
同
3ahaNH
円
吉
凶
H
S
岳
町
宮
廷
に
連
載
さ
れ
た
論
説
を
、
周
年
公
刊
し
た
も
の
で
、
翌
一
九
O
二
年
、
増
補
さ
れ
た
第
二
版
が
出
版
さ
れ
た
。
以
下
の
引
用
は
こ
の
第
二
版
に
よ
る
。
ワ
l
グ
ナ
i
は
、
そ
の
基
本
構
想
が
、
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
の
講
演
以
前
か
ら
、
九
0
年
代
の
前
半
か
ら
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
、
と
強
調
し
て
い
る。
ワ
l
グ
ナ
i
の
こ
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
戦
前
、
松
井
清
『
国
際
貿
易
政
策
思
想
史
』
一
九
四
一
年
、
第
八
章
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
な
お
パ
l
キ
ン
は
、
こ
の
論
争
に
お
け
る
ワ
l
グ
ナ
!
の
影
響
を
重
視
し
て
、
彼
を
匹
目
的
芯
円
え
〉
四
円
由
江
田
口
凹
と
呼
ん
で
い
る
。
∞
R
E
P
出・白・
0•. 
ω-Hω
由・
(
2
〉
毛
田
四
回
叩
円
祖
国
・
田
・
0
・w
ω
-
Z・
(
3
)
ピ
ュ
ッ
ヒ
ャ
l
、
前
掲
書
、
八
九
|
一
六
四
ペ
ー
ジ
参
照
。
〈
4
)
円
z
p
w
ω
-
N
ω
M
m
-
後
年
、
B
・
ハ
ル
ム
ス
は
、
ワ
l
グ
ナ
i
が
「
世
界
経
済
」
当
日
H
Z
R
Z口
町
田
止
を
、
当
巳
g
g包
の
有
機
体
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
「
相
互
に
交
通
す
る
多
く
の
個
別
経
済
の
、
結
局
は
地
上
の
す
べ
て
の
諸
民
族
及
び
諸
国
民
経
済
の
総
括
」
と
し
て
定
義
し
た
、
と
指
摘
し
、
「
現
代
の
世
界
経
済
的
連
関
の
本
質
に
最
も
接
近
し
、
そ
れ
以
来
多
様
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
使
わ
れ
た
概
念
規
定
を
、
我
々
は
ワ
i
グ
ナ
l
に
負
っ
て
い
る
」
、
と
述
べ
て
、
「
世
界
経
済
」
に
関
す
る
経
済
学
的
認
識
の
発
展
過
程
に
お
い
て
、
ヮ
l
グ
ナ
l
を
高
く
評
価
し
て
い
る
@
回
目
B
g
a
出
向
日
目
・
3
芯
句
豆
、
同
崎
町
宮
、
詑
苫
弘
司
両
足
ミ
ミ
hnEH-Pω
〉
口
出
・
守
口
但
同
沼
田
wω
・間同・
(
5
)
司
自
問
ロ
2
・同・目・。
-wω
・ω
ω
1
8・
(
6
)
同
σ-p
・
ω-M由・
(
7〉
HEP-ω
・
申
1
1
5・
(
8
)
同
)
九
時
志
、
F
S弘
Nap同
室
内
出
向
M
h
込
町
S
N
w
q
s
h四
H
a
s
-
g
H
H白
N
S
同
室
内
、
Gas-ω-HNH1HMM-
な
お
、
ォ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
に
対
す
る
ワ
l
グ
ナ
!
の
も
う
一
つ
の
批
判
は
、
艦
隊
政
策
に
つ
い
て
の
オ
ル
デ
ン
ペ
ル
グ
の
消
極
的
態
度
で
あ
っ
た
@
ワ
l
グ
ナ
l
は
、
自
国
に
存
在
し
な
い
自
然
資
源
の
確
保
、
と
い
う
観
点
か
ら
、
艦
隊
政
策
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
〉
・
目
・
0
・uω-HNO-
HNH・
(
9
)
巧
問
問
5
3
田・白・
0
・w
ω
-
m
o
l勾・
(
叩
)
H
E
a
-
-
ω
・2
・
(
日
〉
H
Z
P
・
ω・8
・
(
臼
)
小
林
時
三
郎
『
古
典
学
派
の
考
案
』
、
一
九
六
六
年
、
九
0
ペ
ー
ジ
@
〈
日
〉
巧
担
問
詰
円
・
田
・
白
・
0
・uω
・8
・
(
U
)
円
Ea--ω
・2
・
(
日
)
同
区
門
戸
二
山
-
g
i
g
-
(
叩
山
)
H
Z
a
-
-
ω
-
g
-
(
げ
〉
HEa--ω
・∞叶
1
2
・
(
路
〉
H
E
P
-
ω
・
2
l
H
H日・
ワ
l
グ
ナ
!
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
農
業
の
気
候
・
風
土
的
条
件
の
観
点
か
ら
、
穀
作
の
牧
富
・
酪
農
業
へ
の
転
換
の
困
難
を
強
調
す
る
の
は
、
M
・
ゼ
l
リ
ン
グ
で
あ
る
@
彼
は
、
一
九
O
一
年
の
通
商
政
策
を
め
ぐ
る
社
会
政
策
学
会
の
討
議
で
の
発
言
、
及
び
そ
れ
を
敷
筒
し
た
「
ド
イ
ツ
農
民
層
と
通
商
政
策
」
と
い
う
論
文
に
お
い
て
、
降
雨
量
か
ら
み
て
、
ド
イ
ツ
で
牧
畜
に
適
し
た
条
件
を
具
え
て
い
る
の
は
、
北
海
沿
岸
と
バ
イ
エ
ル
ン
の
山
岳
地
常
、
ド
イ
ツ
北
西
・
南
東
部
及
び
中
・
南
部
の
山
活
地
方
、
東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
バ
ル
ト
海
沿
岸
、
ラ
イ
ン
、
マ
イ
ン
、
ネ
ッ
カ
l
ル
河
周
辺
の
ワ
イ
ン
産
地
で
あ
っ
て
、
残
り
の
全
ド
イ
ツ
、
面
積
か
ら
い
え
ば
全
体
の
ほ
ぼ
半
分
は
穀
作
地
帯
で
あ
る
と
強
調
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
ゼ
i
リ
一
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
に
お
け
る
経
済
政
策
論
争
一
七
五
一
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
に
お
け
る
経
済
政
策
論
争
一
七
六
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
穀
作
地
帯
に
属
す
る
ド
イ
ツ
東
部
の
耕
地
面
積
の
五
六
勿
は
∞
E
2
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
穀
物
関
税
問
題
は
、
新
た
に
興
隆
し
た
工
業
的
支
配
層
と
少
数
の
土
地
所
有
貴
族
の
利
害
対
立
を
基
盤
に
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
穀
物
関
税
論
争
と
は
、
お
の
ず
か
ら
異
っ
た
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
ポ
I
ゼ
ン
州
境
に
近
接
す
る
ニ
l
ダ
i
・
シ
ュ
レ
l
ジ
ェ
ン
の
村
落
調
査
を
例
に
と
っ
て
一
O
O
モ
ル
ゲ
ン
1
二
五
加
の
独
立
し
た
農
民
農
場
の
経
営
状
態
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
バ
タ
i
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
か
ら
の
副
収
入
を
含
め
た
総
収
入
の
中
か
ら
、
若
干
の
一
雇
用
労
働
力
を
含
む
農
民
家
族
の
労
働
力
の
再
生
産
費
等
の
生
産
コ
ス
ト
を
控
除
し
た
場
合
、
年
間
一
五
二
・
五
か
ら
三
一
五
マ
ル
ク
の
純
収
入
が
残
る
Q
と
こ
ろ
が
こ
れ
は
、
穀
物
関
税
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
た
価
格
に
よ
る
収
支
計
算
で
、
こ
の
関
税
分
を
差
し
引
い
た
価
格
で
計
算
す
る
と
、
マ
イ
ナ
ス
六
六
・
二
五
な
い
し
プ
ラ
ス
五
二
・
五
0
マ
ル
ク
が
残
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
農
民
は
、
一
子
相
続
制
に
よ
っ
て
相
続
負
債
を
か
か
え
て
い
る
場
合
が
多
い
か
ら
、
純
収
入
か
ら
こ
の
負
債
利
子
分
を
償
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
穀
物
関
税
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
債
務
利
子
が
純
益
を
完
全
に
吸
収
す
る
か
、
農
地
の
改
良
費
・
設
備
の
投
資
分
に
ま
で
及
ん
で
し
ま
う
。
こ
う
し
て
ゼ
l
リ
ン
グ
は
、
穀
物
関
税
が
撤
廃
さ
れ
れ
ば
、
東
部
ド
イ
ツ
の
独
立
し
た
農
民
農
場
は
破
滅
の
危
機
に
瀕
す
る
こ
と
、
現
行
の
穀
物
関
税
率
の
下
に
お
い
て
も
、
一
子
相
続
慣
行
の
中
で
、
農
民
層
の
経
済
的
破
錠
が
進
行
し
、
「
農
村
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
@
一
国
の
社
会
制
度
を
有
機
体
と
考
え
、
こ
の
有
機
体
の
基
礎
は
〉
q
R
4由民回目的
E
四
で
あ
り
、
〉
q
R
4叩
吋
同
国
回
目
ロ
ロ
四
の
礎
石
を
独
立
の
回
目
5
5田
岳
民
円
に
求
め
る
ゼ
i
リ
ン
グ
に
と
っ
て
、
穀
物
関
税
は
、
一
子
相
続
制
を
根
幹
と
す
る
独
立
の
農
民
層
の
維
持
の
た
め
の
「
社
会
政
策
」
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
穀
物
関
税
引
き
上
げ
政
策
を
支
持
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
二
つ
の
代
償
措
置
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
穀
物
関
税
引
き
上
げ
に
よ
る
消
費
者
の
不
利
益
を
考
慮
し
て
、
コ
ー
ヒ
ー
関
税
・
石
油
関
税
な
ど
の
純
粋
な
財
政
関
税
を
撤
廃
す
る
こ
と
、
穀
物
関
税
引
き
上
げ
の
最
大
の
受
益
者
で
あ
る
東
部
の
大
土
地
所
有
か
ら
、
関
税
引
き
上
げ
の
利
益
分
を
吸
い
上
げ
て
、
園
内
植
民
の
た
め
の
国
家
資
金
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
く
に
後
者
の
措
置
は
、
ス
ラ
プ
人
農
業
労
働
者
の
移
住
を
段
階
的
に
抑
制
し
つ
つ
、
国
家
資
金
に
よ
る
大
農
場
の
買
い
上
げ
と
農
民
農
場
の
創
出
を
実
行
す
る
こ
と
で
、
停
止
状
態
に
あ
っ
た
園
内
植
民
を
活
発
化
し
よ
う
と
す
る
狙
い
を
も
っ
て
い
た
。
(ゼ
l
リ
ン
グ
は
、
こ
う
し
た
代
償
措
置
が
な
い
場
合
、
関
税
引
き
上
げ
に
反
対
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
〉
〈
包
-
J
1
R
Y
8
2
5向
日
ロ
仏
g
J
1
2
&
5
2
吋
ω
o
n
E吉
宮
民
5
2
p
d司
D
E
S岡
田
内
吋
国
間
四
口
白
血
品
目
印
回
目
白
注
目
司
O
E
F
~町
内
守
主
同
昌
弘
8
5
5
2
-豆、
~
U
S
N
Y
N
N
E
-
U内の〈
E
-
ω-Mω
∞
|
陸
了
呂
田
岡
ω各
江
口
問
・
り
目
印
ロ
2
2
n
F
O
出
血
ロ
叩
自
由
nF即
時
付
ロ
昆
回
目
白
血
冊
目
印
宮
山
-
t
F
U
S叫
伺
円
吉
国
hsaanF3¥HHUOH・
ω-N
由
民
同
・
ゼ
l
リ
ン
グ
の
国
内
植
民
構
想
は
、
大
土
地
所
有
の
完
全
な
分
割
で
は
な
く
、
そ
の
適
度
な
縮
小
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
(
藤
滅
、
前
掲
書
、
五
三
六
ペ
ー
ジ
。
〉
そ
れ
は
基
本
的
に
は
シ
ュ
モ
ラ
!
的
な
「
中
農
創
設
論
」
で
あ
る
。
(
シ
ュ
モ
ラ
l
の
「
国
内
植
民
」
構
想
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ェ
l
パ
l
・
問
中
真
清
訳
『
国
民
国
家
と
経
済
政
策
』
、
一
九
五
九
年
、
訳
者
解
説
参
照
)
@
他
方
、
周
知
の
よ
う
に
、
ヴ
ェ
l
パ
i
も
「
民
族
」
的
観
点
か
ら
、
東
部
国
境
閉
鎖
と
「
王
領
地
植
民
」
に
よ
る
「
国
内
植
民
」
を
主
張
し
て
い
た
が
、
そ
の
場
合
、
ヴ
ェ
l
パ
l
が
ユ
ン
カ
i
経
営
に
は
経
済
的
生
存
能
力
が
な
い
の
に
、
且
庶
民
経
営
l
i大
月
誠
「
初
期
ヴ
ェ
l
パ
l
の
ド
イ
ツ
農
業
論
」
ω
弓
経
済
学
論
集
』
第
六
巻
二
号
、
一
一
Q
ベ
l
ジ
)
に
よ
れ
ば
、
そ
の
規
模
は
、
五
泊
以
下
の
農
地
で
は
問
題
に
な
ら
ず
、
家
族
を
十
分
に
養
う
に
足
る
「
農
民
植
民
」
で
あ
る
!
ー
に
は
そ
れ
が
あ
る
、
と
考
え
た
理
由
と
し
て
、
前
掲
書
、
解
説
に
お
い
て
、
問
中
氏
は
次
の
点
を
挙
げ
て
い
る
@
一
、
農
民
は
ユ
ン
カ
ー
よ
り
も
生
活
水
準
が
低
く
、
ユ
ン
カ
ー
の
よ
う
な
格
式
の
保
持
を
必
要
と
し
な
い
か
ら
、
生
計
費
が
少
く
て
す
む
こ
と
、
二
、
農
民
経
営
に
お
い
て
は
、
ユ
ン
カ
i
に
く
ら
べ
て
、
生
産
物
の
自
家
消
費
分
の
比
率
が
大
き
く
、
し
た
が
っ
て
市
場
へ
の
依
存
度
が
小
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
、
国
際
的
な
農
産
物
価
格
の
変
動
に
よ
っ
て
受
け
る
影
響
が
す
く
な
い
こ
と
、
以
上
で
あ
る
。
(
前
掲
書
、
一
二
0
ペ
ー
ジ
〉
。
こ
の
指
摘
は
、
東
部
の
農
業
は
「
没
落
し
つ
つ
あ
る
競
争
能
力
の
な
く
な
っ
た
産
業
で
あ
っ
て
、
こ
の
競
争
能
力
の
下
降
が
、
小
経
営
を
し
て
、
市
場
の
あ
て
に
生
産
す
る
大
土
地
所
有
よ
り
も
、
今
日
生
存
抽
出
力
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
片
と
い
う
ヴ
ェ
l
パ
l
自
身
の
一
言
葉
(
大
月
、
前
掲
稿
、
一
一
0
ペ
ー
ジ
。
〉
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
は
ゼ
l
リ
ン
グ
の
認
識
と
大
き
く
く
い
違
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
前
述
の
よ
う
に
、
一
子
相
続
制
の
下
に
あ
る
穀
作
地
帯
の
独
立
の
農
民
農
場
は
、
穀
物
価
格
の
影
響
を
大
き
く
う
け
、
穀
物
関
税
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
農
場
の
「
独
立
」
が
保
た
れ
る
こ
と
を
ゼ
l
リ
ン
グ
は
強
調
し
て
い
る
。
(
刊
日
)
d
『
回
開
口
問
吋
祖
国
-PO--ω-HH白
・
(
却
)
大
河
内
一
男
編
『
経
済
学
説
会
集
』
第
五
巻
「
歴
史
学
派
の
形
成
と
展
開
」
、
一
九
五
六
年
、
一
九
四
ペ
ー
ジ
。
(
幻
)
〉
・
田
・
9
・
ω
-
H
M
∞
ー
に
凶
・
な
お
、
ド
イ
ツ
輸
出
工
業
の
こ
う
し
た
問
題
的
性
格
に
対
す
る
ワ
l
グ
ナ
l
の
認
識
は
、
後
述
の
L
・
ポ
i
レ
の
指
捕
に
負
っ
て
い
た
。
〈
辺
〉
HEa--ω-Eω
・
(お
)
H
Z
a
-
-
ω
-
H明
白
・
(
剖
)
目
立
円
了
ω・5
∞-
(お
)
H
Z
p
u
ω
-
M山
由
・
(お
)
R
・
ヒ
ル
フ
ァ
i
デ
ィ
ン
グ
、
岡
崎
次
郎
訳
『
金
融
資
本
論
』
、
岩
波
文
庫
、
下
巻
、
第
二
卒
、
と
く
に
六
七
六
八
ペ
ー
ジ
参
照
。
一
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
に
お
け
る
経
済
政
策
論
争
一
七
七
一
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
第
二
帝
制
に
お
け
る
経
済
政
策
論
争
一
七
八
(
m
C
H
E
P
-
ω
-
H
S
I
H
S
-
〈お
)
M
E
a
-
w
ω
・Mg-
ハ
相
同
)
H
E
P
-
ω
・
コ
タ
H∞一
C
M
5・
大
河
内
一
男
氏
は
、
『
独
逸
社
会
政
策
思
想
史
』
、
下
巻
、
第
四
羊
「
世
界
市
場
と
社
会
政
策
」
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
世
界
市
場
進
出
が
日
程
に
の
ぼ
っ
た
九
0
年
代
以
降
、
「
講
壇
社
会
主
義
」
の
提
唱
す
る
「
倫
理
的
」
社
会
政
策
が
、
輸
出
工
業
の
世
界
市
場
に
お
け
る
競
争
能
力
に
と
っ
て
、
「
産
業
負
担
」
と
し
て
攻
撃
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
「
講
壇
社
会
主
義
」
者
の
対
応
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。
「
世
界
市
場
の
た
め
の
闘
い
は
、
帝
国
主
義
独
逸
に
と
っ
て
の
生
死
の
問
題
で
あ
り
、
輸
出
産
業
の
重
要
性
は
最
早
や
量
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
世
界
市
場
は
国
内
市
場
の
犠
牲
に
お
い
て
も
闘
い
と
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
か
か
る
事
情
は
『
倫
理
的
』
経
済
の
理
解
し
得
な
か
っ
た
問
題
で
あ
り
、
彼
ら
は
こ
の
間
題
を
前
に
し
て
途
方
に
暮
れ
た
。
彼
ら
の
視
野
に
世
界
市
場
は
現
わ
れ
ず
、
彼
ら
の
理
論
か
ら
は
世
界
市
場
の
問
題
は
何
ら
把
握
せ
ら
れ
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
@
『
独
逸
帝
国
』
の
政
治
的
統
一
と
と
も
に
そ
の
階
級
的
平
和
の
社
会
的
統
一
、
有
機
的
『
国
民
経
済
』
、
園
内
市
場
の
調
和
的
完
成
1
iこ
れ
ら
こ
そ
、
こ
の
経
済
学
に
と
っ
て
の
世
界
の
す
べ
て
で
あ
っ
た
。
」
(
『
大
河
内
一
男
著
作
集
』
、
第
二
巻
、
一
九
六
九
年
、
二
四
四
ペ
ー
ジ
。
)
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
論
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
や
ワ
i
グ
ナ
i
に
お
い
て
、
「
彼
ら
の
視
野
に
世
界
市
場
は
現
わ
れ
」
な
か
っ
た
、
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
世
界
市
場
に
対
す
る
視
野
の
欠
如
が
、
「
圏
内
市
場
の
調
和
的
完
成
」
の
原
因
だ
っ
た
、
と
は
こ
の
段
階
で
は
も
は
や
い
え
な
い
。
世
界
市
場
の
構
造
を
ど
の
よ
う
に
認
識
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
ハ
ル
ム
ス
の
高
い
ワ
l
グ
ナ
l
評
価
を
想
起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
